






要約:川崎病患児から分離された S.mitis(Nm-65 株)の代謝産物にヒト血小板凝集因子が存

在することを明らかにした。健常成人25 例中 8例、健常小児 10 例中 4例の血小板が本凝

集因子により反応したが、川崎病患児並びに同既応児 6例中 5例の血小板がこの因子と反

応した。本因子による血小板凝集には個体差のあることが確認された。川崎病患児、同既

応児の血小板が高頻度に反応することから、本症の発症に宿主側要因を想定する時、この

反応はその要因解明の 1つの糸口になるかも知れない。


